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図研ネットウエイブ、QNAP Systems Inc. と代理店契約締結。 

～中小規模エンタープライズ向けストレージソリューションを拡販～ 
 

2016 年 3 月 14 日 – 図研ネットウエイブ株式会社（本社：神奈川県横浜市、代表取締役社長：中村 郁生、以下図研ネ

ットウエイブ）は、QNAP Systems Inc.（本社：台湾台北、代表：Teddy Kuo、以下 QNAP 社）との代理店契約を締結いたし

ました。 図研ネットウエイブは長年培ってきた大規模エンタープライズへのストレージソリューションの実績を基に、QNAP

社製のストレージソリューションを中小規模エンタープライズに向けて提供いたします。 
 

昨今、企業で取り扱われるデータ量が急速に増加していくにつれ、ストレージの重要性、利用方法も変化してきました。 

それに伴い今後のストレージ市場は全体的に成長していくことが予想されます。 中でもネットワーク上に直接接続する共

有ストレージ（NAS）の市場は、ネットワーク自体の高速化によるボトルネックの解消もあり、ビッグデータ、仮想化、バックア

ップ等様々な用途に利用できる上、構築、管理が簡単に行え、かつ比較的低価格に導入可能というメリットから今後も大

きく伸びる傾向にあります。 
 
この度図研ネットウエイブが販売を開始する QNAP Turbo NAS は台湾を本社とする QNAP 社製の NAS であり、コンシ

ューマ、SOHO 向けのデスクトップタイプからエンタープライズ向けのラックマウントタイプまで幅広いラインナップがありま

す。 日本国内ではすでにコンシューマ、SOHO 向けの NAS としての実績も多く、その性能の高さからエンタープライズ向

けの NAS としても実績を伸ばしています。 図研ネットウエイブは長年培ってきたストレージソリューションの販売、保守サ

ポートの実績を活かし、高いサポートレベルが求められるエンタープライズ向けに、導入、管理が簡単かつ低価格な

QNAP Turbo NAS をベースとしたストレージソリューションをお客様に提供いたします。 
 
QNAP Turbo NAS の製品特長 
1. ストレージ性能の高さ 

QNAP Turbo NAS 最大の特長は自社開発の OS、ハードウェアに加え、高性能プロセッサと潤沢なメモリによるパ

フォーマンスの高さが特長です。 エンタープライズモデルでは、Intel Quad-Core Xeon CPU を採用し、

MAX32GB のメモリを搭載可能で、マルチプロトコル対応（SMB/CIFS, NFS, AFP, FTP, WebDAV, Openstack な

ど）です。 また、SSD が搭載可能なモデルもあり、それらをキャッシュやデータを保管する階層化プールとして利

用することでさらなる高速化と効率化を実現します。 仮想ボリュームによるシンプロビジョニングにも対応し、ストレ

ージプールによるオンラインでの柔軟な容量拡張にも対応します。 
2. 直観的でシンプルな GUI を持つ QTS 

直観的なユーザーインターフェイスを備えた QNAP Turbo NAS の OS である QTS は、ボリューム、ストレージプ

ール、ディスクの管理を容易に一元化します。 必要な機能をすばやく検索、重要なシステム情報をリアルタイムで

監視、複数のアプリケーションウィンドウを開いて複数のタスクを同時に実行が可能となっており、管理効率が大

幅に向上します。 
3. 充実のラインナップ 

QNAP Turbo NAS には様々なラインナップがあります。 エンタープライズ向けモデルでは 4 ベイ～24 ベイまで選

択可能で、搭載する HDD の種類も SAS、SATA、SSD を用途により選択可能、かつ様々な容量の HDD を選択

可能です。 さらに拡張エンクロージャーで容量の動的な増設に対応します。 
4. 高い可用性 

QNAP Turbo NAS は可用性の面でも高い性能を持っています。 搭載する HDD が故障した際のホットスワップに

対応する RAID 機能 (0/1/5/6/10) はもちろんのこと、筐体が故障した際も HDD を新しい筐体に載せかえるだけ

でそのまま利用することが可能です。 
5. バックアップ機能 

QNAP Turbo NAS 自体のバックアップとして、遠隔地にある QNAP Turbo NAS 同士でデータを同期する RTRR

（リアルタイム・リモート・レプリケーション）、rsync や Microsoft Azure, Google, Amazon や Openstack ベースのク

ラウドサービスと連携します。 その他 Windows PC のバックアップとして NetBak Replicator、 Mac のバックアップ

として Apple Time Machine に対応します。 
6. 仮想化対応 



 
VMware® Ready™、Citrix® Ready™、Microsoft® Hyper-V, VDDI, ODX のサポートに加え、Virtualization 

Station, Container Station といった QTS 内のアプリケーションで独自に仮想環境を提供します。 
 
この度の QNAP 社との代理店契約締結にあたり、QNAP Systems Inc. 代表 Teddy Kuo 氏は次のように述べています。 
「この度、図研ネットウエイブ様との契約が締結され、販売を開始していただくことを大変うれしく思っております。QNAP 

Turbo NAS は今までコンシューマ、SOHO 向けの小型 NAS として実績を作ってまいりましたが、この製品の実力はエンタ

ープライズ NAS としても大いに力を発揮できる製品です。 そこに図研ネットウエイブ様の技術力、サポート力が加わること

でなお一層お客様に安心して QNAP Turbo NAS を利用いただけるものと確信しております。 今後も図研ネットウエイブ

様と共に成長できることを期待しております。」  
 

この度の QNAP ジャパン社との代理店契約締結にあたり、図研ネットウエイブ株式会社 代表取締役社長 中村郁生は

次のように述べています。 

「この度、弊社のストレージソリューションに QNAP Turbo NAS という新たな製品が加わったことを大変うれしく思っておりま

す。当社は今まで長年に渡りエンタープライズ向けの大規模ストレージソリューションの販売、保守サポートを数多くしてま

いりましたが、エンタープライズでの中小規模ストレージ利用においても弊社の技術力、サポート力はお客様に最適なソリ

ューションを提供するポイントとなると確信しております。 今後も弊社はこの QNAP Turbo NAS と共にお客様に安心できる

ストレージソリューションを提供してまいります。」 
図研ネットウエイブでの QNAP Turbo NAS の取り扱い開始は 2016 年 4 月 1 日からを予定しており、中小規模エンタ

ープライズ向けに販売いたします。 保守サービスに関しましてもお客様に必要なメニューを取り揃えておりますので詳細

は図研ネットウエイブ ホームページ（http://www.znw.co.jp）でご確認ください。 
 
製品、サービスに関するご質問は下記お問い合わせ先までご連絡ください。 

以上 
※記載されている製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。 
 
【QNAP について】 

QNAP (Quality Network Appliance Provider) Systems, Inc.は、このブランド名が約束するとおり、最先端の包括的な提案であるネットワークア

タッチトストレージ (NAS) とネットワークビデオレコーダー (NVR)を、使いやすさ、堅強な動作、大容量ストレージ、そして信頼性と共にお届け

する事を目指しています。 QNAP は、テクノロジーと設計を統合することで、ビジネス環境でファイル共有、仮想化アプリケーション、ストレージ

管理、そして監視の業務効率を効果的に向上させる高品質な製品を創出するとともに、楽しいマルチメディアセンターの体験をご提供するこ

とで、家庭向けユーザーのエンターテイメント生活も充実させます。 台北に本社を置く QNAP は、ノンストップのイノベーションと情熱をもって

ソリューションをグローバル市場に提供しています。 

 
【図研ネットウエイブについて】  
図研ネットウエイブは 2001 年、急速な発展とともに多様な課題を抱えるインターネット市場に独自のソリューションを展開するため、株式会社

図研の出資により設立されました。2002 年よりフォーティネットのディストリビュータとして販売を開始し、累積で 40,000 台以上の機器販売実

績があります。過去 6 回に渡って No.1 ディストリビュータ賞に輝いており、フォーティネット製品に精通した SE が導入から運用・サポートまで

包括的な技術支援を提供しています。また、2007 年より EMC 社（旧社名 アイシロン・システムズ）と代理店契約を締結し、同社のストレージソ

リューションの販売も開始しました。 大規模エンタープライズを中心に多くの実績を作り、2015 年には Partner of the Year、ビッグデータ賞を

受賞するなど、ストレージ分野においても高い技術力、サポート力でソリューションを提供しています。 今後もあらゆる企業ニーズに応えるべく

「もっと速く、もっと安全に」をコーポレートメッセージとしてお客様に高いバリューの製品とプロフェッショナルサービスを提供します。  
詳細は http://www.znw.co.jp をご参照ください。 
 
＜製品についてのお問い合わせ＞  
図研ネットウエイブ株式会社 営業本部  
Tel：045-473-6821 / FAX：045-473-1782  
e-mail：info@znw.co.jp  
 
＜報道機関からのお問い合わせ＞  
QNAP 株式会社 マーケティング部 

神崎 尚君 

e-mail: kanzaki@qnap.com 

 

図研ネットウエイブ株式会社 営業推進部  
Tel：045-473-6821 / FAX：045-473-1782  
e-mail：mktg@znw.co.jp 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


